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開催場所：大津町総合体育館 

試合区分：第 25回全九州大学バスケットボールリーグ戦  

試合期日：2018年 10月 13日(土) 

試合時間：18：20～ CC：伊藤 彰二 FU：比嘉 涼太 SU：古後 宏和 

第１ピリオド 

東海大ボールから第１ピリオドがスタート。序盤、日経大＃３３濱砂が３Ｐシュートを連

続で沈める。対する東海大も＃２１松井、＃７石橋が決め返し流れを掴む。その後も東海

大の得点が続き、残り５：０５、日経大が前半１回目のタイムアウトを請求。タイムアウ

ト後、日経大＃３１矢野が果敢に攻め込み、バスケットカウントを奪い東海大の流れを断

ち切る。その後も＃９９蔡、＃３３濱砂と得点を重ね、同点に並ぶ。終盤、流れを取り戻

したい東海大は、＃６石井の３Ｐシュートから立て続けに得点を重ね、２６－１８、東海

大リードで第１ピリオド終了。 

第２ピリオド 

点差を縮めたい日経大は序盤、＃２１張が連続で得点を決める。対する東海大も＃６石井

がアシストパスから確実に得点を沈める。その後も両チーム一進一退の攻防が続くが、点

差はなかなか縮まらない。中盤、流れを変えるため残り４：２０、東海大がタイムアウト

を請求。しかし、東海大は果敢にシュートを放つも、ゴールに嫌われなかなか点差を広げ

ることが出来ない。一方、日経大は＃３１矢野のリバウンドによりシュートチャンスを作

ると、＃３３濱砂の３Ｐシュートで一気に点差を縮めていく。しかし、リードを守りたい

東海大が粘り強く守り、４０－３９と東海大リードのまま前半を終える。 

第３ピリオド 

序盤、点差を広げたい東海大は速い展開で得点を重ねていく。対する日経大は＃５５久我

を中心にボールを回し、落ち着いて得点を決めていく。しかし、東海大は＃１立石、＃６

石井のシュートが決まり、流れを掴むと徐々に点差を広げていく。中盤、日経大＃９９蔡

がゴール下で奮起。東海大のファウルを誘い、フリースローで開いた点差を縮めていく。

負けじと東海大も＃１３久保が果敢に攻め込みバスケットカウントを奪う。終盤、日経大

＃３５小野、＃３１矢野が続けて得点。一気に１点差まで詰めよる。しかし、東海大は焦

らず、確実に得点を沈め、５７－５４と東海大リードで勝負は最終ピリオドへ。 

第４ピリオド 

開始早々、日経大＃３１矢野がゴール下のシュートを沈める。すかさず東海大も＃１３久

保、＃２１松井が決め返し、流れを渡さない。追いつきたい日経大は＃３３濱砂のシュー

トを皮切りに、＃５５久我の連続得点で６２－６２と同点に並ぶ。流れを掴んだ日経大は

＃３１矢野がバスケットカウントを奪い逆転。堪らず東海大は残り４：３７、タイムアウ

トを請求。タイムアウト後、東海大＃２１松井が確実に得点を沈め、点差を離さない。終

盤、両チーム粘り強いディフェンスで均衡状態が続く。しかし、日経大＃９９蔡がゴール

下のシュートを決め、一歩リードするとそのまま守り切り６８－７１で日経大が勝利した。 


